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　平成26年第４回定例会を12月５日から11
日までの７日間の会期で開催しました。
　本定例会では、平成26年度一般会計補正予
算をはじめ、子ども・子育て支援新制度に係
る条例の制定等13件の議案が提出され、全て
の議案を原案のとおり可決しました。
　これに先立ち、総務文教委員会、経済建設
委員会を開催し、関連議案について審議しま
した。
　また、町政全般にわたる一般質問には３名
の議員が登壇し、町執行部の考えをただしま
した。

平成26年12月定例会（第４回）

暴力排除に関する決議
　我々、五霞町議会議員は、町民の代表者として議会を構成し、町民の福祉の向上と安心・安全に暮ら
せるまちづくりの推進に努め、町政の発展に寄与するよう議会活動を行っている。
　先般、町議会議員が暴力行為を受けた事件は、暴力で自己の目的を達成しようとした卑劣な行為であ
る。議員の活動を阻害することはもとより、町民の平穏な生活を脅かす暴力行為（言語・文書・ネット
等の脅迫的行為を含む）は、いかなることがあっても許すことはできない。
　五霞町議会は、この事件を踏まえ、これらの暴力行為を排除することを改めて宣言し、決議する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年１２月１１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五 霞 町 議 会

平成26年第４回定例会で可決した議案等は下記のとおり。

議案第59号
五霞町議会の議決すべき事件を定める条例
五霞町総合計画の策定、変更又は廃止について議決すべき事件とする

議案第60号
◯総

五霞町保育の必要性の認定基準に関する条例
子ども・子育て支援法の規定に基づき、新規に制定

議案第61号
◯総

五霞町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
児童福祉法の規定に基づき、新規に制定

議案第62号
◯総

五霞町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
子ども・子育て支援法の規定に基づき、新規に制定

議案第63号
◯総

五霞町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
児童福祉法の規定に基づき、新規に制定

議案第64号
◯総

五霞町国民健康保険条例の一部を改正する条例
健康保険法施行令の一部改正に伴う条例の一部改正

議案第65号
◯経

町道の廃止について
首都圏氾濫区域堤防強化対策事業による築堤工事の施工に伴い、６路線を廃止
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議案第66号
◯総◯経

平成26年度五霞町一般会計補正予算（第５号）

歳入歳出それぞれ8,068万1千円の追加補正
（歳入）固定資産税　1億4,000万円追加　ほか
（歳出）水道事業会計補助金　6,185万9千円追加　ほか

議案第67号
◯経

平成26年度五霞町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
歳入歳出それぞれ867万円の追加補正

議案第68号
◯経

平成26年度五霞町水道事業会計補正予算（第４号）

（収益的収入及び支出）収入8,571万5千円追加　支出4億1,038万9千円追加
（資本的収入及び支出）支出247万2千円追加

発議第７号
暴力排除に関する決議
決議内容については別途２ページに掲載しています。

発議第８号
五霞町議会（仮称）五霞町総合運動公園予定地調査特別委員会の設置について

（仮称）五霞町総合運動公園予定地の利活用について調査・検討することを目的とする

選任第８号
五霞町議会（仮称）五霞町総合運動公園予定地調査特別委員会正副委員長の選任について
委員長　樋下周一郎議員　　　副委員長　青木武明議員　（任期　平成27年３月31日）

◯総=総務文教委員会付託　　◯経=経済建設委員会付託
◎第３回定例会において継続審査とした陳情第３号◯総「長期在留する非正規滞在外国人を正規化し、誰もが希望の
持てる社会を築くための意見書提出を求める陳情」は、不採択となりました。

　平成26年11月27日に平成26年第２回臨時会が開催されました。
　本臨時会では、今年度の人事院勧告を踏まえた町職員の給与に関する条例に関係する議案等が提出され、全議案と
も原案のとおり可決・承認されました。

承認第４号
専決処分の承認について（平成26年度五霞町一般会計補正予算（第3号））
歳入歳出それぞれ631万円の追加補正　（衆議院議員総選挙に関する費用）

議案第51号
五霞町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
人事院勧告に基づく給与改定

議案第52号
平成26年度五霞町一般会計補正予算（第4号）
歳入歳出それぞれ357万8千円の追加補正

議案第53号
平成26年度五霞町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ3万円の追加補正

議案第54号
平成26年度五霞町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ10万9千円の追加補正

議案第55号
平成26年度五霞町介護保険事業特別会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ32万7千円の追加補正

議案第56号
平成26年度五霞町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ18万8千円の追加補正

議案第57号
平成26年度五霞町農業集落排水事業特別会計補正（第2号）
歳入歳出それぞれ8万9千円の追加補正

議案第58号
平成26年度五霞町水道事業会計補正予算（第3号）

（収益的収入及び支出）それぞれ24万9千円の追加補正　（資本的支出）28万円の追加補正

平成26年第２回臨時会
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問
学
校
教
育
に
つ
い
て

答
新
た
な
教
育
を
ど
う
あ
る
べ
き
か
議
論
し

た
い

問子ども・子育て支援新制度について
答子どもたちが健やかに育つ環境づくりを
進める

ここが聞きたい　一般質問 紙面の都合で発言を要約して掲載しています。
詳しくは議会事務局に備えてあります会議録を
ご覧ください。

問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
は
、
子
ど
も
関
係
の

施
策
を
強
化
し
、
子
育
て
を

め
ぐ
る
様
々
な
課
題
を
何
と

か
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
も

の
だ
が
、
①
こ
の
事
業
の
対

象
に
な
る
子
ど
も
の
人
数
②

町
の
出
生
数
③
婚
姻
届
数
④

支
援
に
基
づ
く
給
付
と
事
業

は
。

健
康
福
祉
課
長
　
①
対
象
と

な
る
子
ど
も
の
数
は
０
歳
か

ら
12
歳
ま
で
、
平
成
26
年
12

月
１
日
現
在
で
７
８
７
名
で

す
。

町
民
税
務
課
長
　
②
平
成
25

年
は
46
件
。
平
成
26
年
は
12

月
１
日
現
在
で
34
件
。
③
平

成
25
年
は
36
件
。
平
成
26
年

は
12
月
１
日
現
在
で
25
件
。

出
生
数
、
婚
姻
数
と
も
減
少

傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長
　
④
児
童
手

当
の
昨
年
度
支
給
総
額
は
１

億
２
，
９
２
２
万
円
。
延
べ

受
給
者
数
１
，
７
５
２
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支

援
事
業
の
一
環
と
し
て
保
健

セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
か
ら

出
産
・
育
児
ま
で
安
心
し
て

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
子
育
て
支
援
の
体

制
づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
妊
婦
健
診
の
充
実
や
パ

パ
マ
マ
教
室
、
栄
養
指
導
、

乳
幼
児
健
診
、
訪
問
指
導
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長
　
町
に
お
い
て
も
子
育

て
を
地
域
全
体
で
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

の
認
識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
・
子

育
て
に
関
す
る
総
合
的
な
支

援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
子

ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域

一
体
と
な
っ
て
支
援
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
①
東
・
西
小
学
校
統
合

②
学
年
ク
ラ
ス
の
減
少
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

③
児
童
数
推
移
④
圏
央
道
、

新
４
号
国
道
４
車
線
化
に
伴

う
東
小
学
校
登
下
校
の
交
通

安
全
対
策
の
取
組
み
⑤
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
※
に
つ
い
て
。

※
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進

学
し
た
際
、
学
習
内
容
や
生

活
の
リ
ズ
ム
の
変
化
に
馴
染

め
ず
、
い
じ
め
が
増
加
し
た

り
不
登
校
に
な
っ
た
り
す
る

現
象
。

教
育
長
　
①
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
で
特
色
あ
る
経
営
を
し
な

が
ら
児
童
・
生
徒
の
教
育
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
当
分
の

間
、
統
廃
合
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

教
育
次
長
　
②
メ
リ
ッ
ト
は

教
師
の
目
が
児
童
・
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
行
き
渡
り
や
す

い
。
反
対
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

ク
ラ
ス
の
人
数
が
少
な
い
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
競
争
心
は
生
ま

れ
に
く
い
。
③
６
年
間
で
東

・
西
小
学
校
１
１
９
名
減
少
。

④
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
議

し
、
平
成
26
年
５
月
か
ら
学

校
ま
で
の
距
離
は
長
く
な
り

ま
す
が
、
通
称
「
太
鼓
橋
」

ま
で
新
４
号
国
道
の
横
断
を

迂
回
ル
ー
ト
と
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
幸
主
本
田
地
区

の
１
・
２
年
生
は
各
改
良
工

事
が
完
成
す
る
ま
で
の
期
間
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
行

い
ま
す
。
今
後
、
町
内
を
通

過
す
る
車
両
の

増
加
に
伴
い
、

児
童
・
生
徒
へ

の
安
全
指
導
の

強
化
徹
底
と
保

護
者
に
も
安
全

指
導
を
要
請
し

た
い
。
⑤
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
た
ら
早
急
に

教
師
が
対
応
で

き
る
よ
う
、
学

校
が
一
体
と
な

っ
て
対
策
を
進

め
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。

町
長
　
教
育
行
政
に
関
し
ま

し
て
は
、
教
育
委
員
会
の
あ

り
方
、
法
改
正
に
よ
り
ま
し

て
大
幅
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

首
長
の
教
育
行
政
に
果
た
す

責
任
や
役
割
が
明
確
に
な
る

と
と
も
に
少
子
化
到
来
の
中
、

新
た
な
学
校
教
育
を
ど
う
あ

る
べ
き
か
し
っ
か
り
模
索
し

て
ま
い
り
た
い
。

伊藤　正子  議員

４車線化の道路改良工事（道の駅周辺）
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問
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
る
か

答
町
税
は
個
人
で
横
ば
い
、
法
人
は
増
収
の

見
込
み

問
　
圏
央
道
五
霞
IC
の
開
通

と
と
も
に
始
ま
る
周
辺
開
発

事
業
や
堤
防
強
化
事
業
の
進

展
に
よ
る
大
型
車
両
の
増
大

等
、
町
内
に
お
け
る
交
通
事

情
の
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。
幹
線
町
道
、

生
活
道
路
の
安
全
性
を
確
保

す
る
対
策
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。

町
長
　
交
通
安
全
対
策
は
最

大
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
幸
手
・
境
線
バ

イ
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は

茨
城
県
側
の
用
地
買
収
は
完

了
し
た
が
、
埼
玉
県
側
が
未

了
の
た
め
、
埼
玉
県
知
事
と

直
接
協
議
し
て
い
た
だ
く
よ

う
茨
城
県
知
事
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
町
道
に
つ
い
て
は

IC
に
繋
が
る
５
号
線
か
ら
８

号
線
ま
で
を
拡
幅
整
備
し
ま

す
。
７
号
線
（
小
手
指
・
元

栗
橋
線
）
の
整
備
は
路
線
測

量
を
終
え
、
地
権
者
へ
基
本

的
な
線
形
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
設
計
・
調

査
等
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
安
全
対
策
が
必
要
な
県

道
幸
手
・
境
線
に
つ
い
て
も
、

早
期
に
整
備
が
な
さ
れ
る
よ

う
境
工
事
事
務
所
に
要
請
し

て
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長
　
IC
周
辺
開

発
工
事
中
の
通
学
路
を
は
じ

め
、
住
民
生
活
へ
の
影
響
を

踏
ま
え
た
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
施
工
計
画
を
検
討
す

る
な
か
で
事
業
者
と
調
整
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

開
発
に
起
因
す
る
都
市
計
画

道
路
と
そ
れ
ら
を
補
完
す
る

路
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

考
慮
し
た
町
道
整
備
を
優
先

し
て
い
く
方
針
で
す
。

問IC開通に伴い生活道路の安全対策は
答開発に伴う町道の整備を優先して進める

青木　正彦  議員

問
　
「
地
方
再
生
」
を
と
な

え
る
安
倍
政
権
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を

発
足
さ
せ
、
創
生
法
が
成
立

し
た
。
問
わ
れ
る
の
は
、
国

の
地
方
支
援
の
あ
り
方
で
あ

る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果

が
、
住
民
の
所
得
向
上
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
る
の
か
。
こ
の
間
の
五

霞
町
の
財
政
運
営
の
実
績
に

照
ら
し
、
ど
う
評
価
す
る
か
。

政
策
財
務
課
長
　
第
２
次
安

倍
内
閣
が
発
足
し
て
15
か
月

予
算
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た

が
、
五
霞
町
に
対
し
て
は
経

済
再
生
対
策
、
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
と
し
て
町
道
舗

装
に
２
，
４
０
０
万
円
余
の

交
付
が
あ
り
ま
し
た
。
町
民

税
で
見
る
と
、
個
人
は
横
ば

い
、
法
人
は
増
収
の
見
込
み

で
す
。
ま
た
地
方
交
付
税
で

は
、
平
成
27
年
度
予
算
編
成

方
針
で
大
幅
な
縮
小
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
国
は
地
方
創
生
の
方
針

で
、
新
た
な
広
域
連
携
に
よ

っ
て
、
公
共
施
設
な
ど
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
集
約
・
統
廃
合

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
上

か
ら
の
発
想
で
や
ら
れ
る
と
、

地
域
の
実
情
が
無
視
さ
れ
る

状
況
が
生
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

政
策
財
務
課
長
　
各
地
域
の

役
割
を
整
理
し
、
合
併
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
頼
る
と
こ

ろ
は
他
の
自
治
体
に
頼
り
、

担
う
べ
き
責
任
は
自
分
の
自

治
体
で
担
う
と
い
う
よ
う
な

広
域
的
な
機
能
連
携
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

地
方
創
生
の
具
体
化
の
動
向

を
踏
ま
え
、
調
査
、
検
討
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
地
方
交
付
税
は
、
住
民

の
安
全
、
健
康
や
福
祉
を
維

持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
財

政
保
障
で
あ
り
、
税
の
再
配

分
機
能
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
地
域
が
あ
っ
て
国
が
あ

る
と
い
う
発
想
で
考
え
れ
ば
、

地
方
交
付
税
を
増
や
す
こ
と

で
は
な
い
か
。

町
長
　
地
方
交
付
税
を
拡
充

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
方
６

団
体
の
要
望
活
動
を
通
じ
て
、

国
の
方
に
訴
え
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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問五霞町の将来像について
答若者の定住化につながるまちにしたい

問
　
今
、
五
霞
町
は
第
５
次

総
合
計
画
、
後
期
計
画
の
策

定
中
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
、
町
に
お
い
て
は
待

望
の
圏
央
道
が
来
春
、
境
古

河
イ
ン
タ
ー
か
ら
久
喜
白
岡

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
供

用
開
始
に
な
り
ま
す
。
併
せ

て
４
号
バ
イ
パ
ス
の
複
車
線

化
も
さ
れ
、
五
霞
町
も
大
き

く
進
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
圏
央
道
IC
周
辺
開
発
が
今

後
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
併
せ

て
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
さ
れ
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

町
長
　
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
関

連
す
る
施
策
は
、
五
霞
町
の

将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
周
辺
地
区

の
新
た
な
産
業
拠
点
の
形
成

に
よ
る
雇
用
の
拡
大
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
様
々
な
課
題
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
施
策
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
は

商
業
系
、
工
業
系
、
流
通
系

が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
が
待

望
し
て
お
り
ま
す
大
型
商
業

施
設
の
誘
致
の
可
能
性
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

商
業
、
工
業
、
流
通
な
ど
の

複
合
的
な
企
業
誘
致
を
進
め

る
中
で
、
こ
の
大
型
商
業
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
核
と

な
る
魅
力
あ
る
利
便
性
と
若

者
の
定
住
化
に
つ
な
が
る
よ

う
な
施
設
の
誘
致
を
目
指
し

て
、
現
在
、
県
を
は
じ
め
関

係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
期
待
に
応
え
る
べ

く
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問
　
日
本
の
人
口
減
少
が
急

速
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
政

府
が
や
っ
と
こ
の
人
口
減
少

問
題
に
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を

打
ち
出
し
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
五
霞
町
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

町
の
人
口
の
過
去
10
か
年
の

推
移
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

政
策
財
務
課
長
　
平
成
16
年

か
ら
平
成
25
年
ま
で
の
10
か

年
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
出
生
数
よ
り
死
亡
者
数
が

多
く
自
然
減
の
状
態
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
平

成
16
年
に
１
万
53
人
だ
っ
た

常
住
人
口
が
毎
年
減
少
し
続

け
、
平
成
25
年
に
は
９
，
１

７
８
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
見
通
し
は
将
来
推

計
人
口
に
よ
り
ま
す
が
、
平

成
27
年
の
８
，
９
４
５
人
か

ら
10
年
後
の
平
成
37
年
に
は

８
，
０
５
７
人
と
、
10
年
間

で
８
８
８
人
が
減
少
す
る
と

い
う
推
計
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

問
　
各
町
の
人
口
減
少
の
原

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
若
者

の
定
住
化
促
進
を
、
今
後
ど

う
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

政
策
財
務
課
長
　
町
内
の
若

い
人
材
を
大
切
に
育
ん
で
い

く
こ
と
な
ど
、
町
か
ら
若
者

問
　
五
霞
町
は
首
都
圏
50
キ

ロ
圏
内
に
位
置
し
て
お
り
ま

す
。
道
の
駅
ご
か
に
は
年
間

２
０
０
万
人
と
も
言
わ
れ
る

来
客
数
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
考
え
た
と
き
に
、
道
の

駅
か
ら
中
の
島
公
園
ま
で
の

ル
ー
ト
、
強
化
堤
防
の
な
だ

の
流
出
を
防
ぐ
よ
う
な
施
策

も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
若
者
の
意
見
を
聴
く
場
や

話
し
合
う
場
な
ど
進
め
方
に

つ
い
て
も
工
夫
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
町
が
好
き
だ
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

問
　
中
学
生
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
、

将
来
、
町
を
出
た
い
と
い
う

生
徒
の
数
値
が
大
き
い
こ
と

は
非
常
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
結
果
を
ど
う
受
け

止
め
て
お
ら
れ
る
か
伺
い
ま

ら
か
な
傾
斜
に
植
栽
を
し
て
、

ル
ー
ト
と
合
わ
せ
て
観
光
化

し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

町
長
　
昨
年
、
野
田
市
、
境

町
、
五
霞
町
、
３
市
町
で
川

の
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
う
い
う

す
。

政
策
財
務
課
長
　
「
あ
な
た

は
10
年
後
、
五
霞
町
に
生
活

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
」

と
い
う
設
問
に
、
他
の
市
町

村
で
生
活
を
し
て
い
る
が
18

・
４
％
を
占
め
、
五
霞
町
で

生
活
を
し
て
い
る
が
17
・
９

％
で
、
次
代
を
担
っ
て
い
く

中
学
生
の
２
割
が
、
他
の
市

町
村
に
出
た
い
と
い
う
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
の
町

が
好
き
だ
と
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
今
後
取
り
組
み
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

中
で
、
で
き
ま
し
た
ら
五
霞

町
側
に
も
観
光
的
な
拠
点
を

作
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

青木　武明  議員

問
五
霞
町
の
観
光
に
つ
い
て

答
観
光
の
拠
点
を
作
り
た
い
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12
月
８
日
に
総
務
文
教
委

員
会
・
経
済
建
設
委
員
会
を

開
催
し
、
関
係
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

　
以
下
は
主
な
質
疑
の
内
容

で
す
。

Q
　
保
育
の
認
定
基
準
は
今

ま
で
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
。

A
　
大
き
く
変
わ
る
部
分
は
、

保
護
者
が
育
児
休
業
中
で
あ

る
場
合
の
、
入
所
児
童
の
取

り
扱
い
で
す
。

　
今
ま
で
は
、
保
護
者
の
育

児
休
業
に
伴
い
保
育
所
を
退

所
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
新
た
な
条
例
で
は
、
引
き

続
い
て
保
育
の
必
要
性
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

Q
　
特
定
教
育
・
保
育
施
設

や
特
定
地
域
保
育
事
業
と
い

う
「
特
定
」
の
意
味
は
何
か
。

A
　
新
制
度
で
は
、
市
町
村

長
は
教
育
・
保
育
施
設
（
認

定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
・
保

育
園
）
へ
共
通
し
た
給
付
費

を
支
給
し
ま
す
。
そ
の
支
給

対
象
と
な
る
施
設
の
こ
と
を

特
定
教
育
・
保
育
施
設
と
言

い
、
私
学
助
成
を
受
け
る
私

立
幼
稚
園
は
含
み
ま
せ
ん
。

ま
た
、
小
規
模
保
育
や
家
庭

的
保
育
等
を
行
う
事
業
が
地

域
保
育
事
業
で
、
そ
の
う
ち

市
町
村
長
が
給
付
費
の
支
給

対
象
と
確
認
す
る
事
業
を
特

定
地
域
保
育
事
業
と
呼
び
ま

す
。

Q
　
町
内
の
幼
稚
園
と
保
育

園
も
新
制
度
に
移
行
す
る
の

か
。

A
　
町
内
に
は
私
立
幼
稚
園

と
私
立
保
育
園
が
そ
れ
ぞ
れ

２
園
ず
つ
あ
り
ま
す
が
、
保

育
園
は
全
て
移
行
し
ま
す
。

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
施
設

ご
と
に
移
行
す
る
・
し
な
い

を
選
択
し
ま
す
。
ま
た
、
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
申

し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
審
査

及
び
認
可
に
つ
い
て
は
、
県

に
お
い
て
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Q
　
堤
防
強
化
対
策
事
業
の

築
堤
工
事
に
伴
う
路
線
の
廃

止
と
い
う
こ
と
だ
が
、
道
路

そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
か
。

A
　
廃
止
す
る
道
路
は
、
新

た
に
築
造
さ
れ
る
堤
防
の
区

域
と
な
る
た
め
な
く
な
り
ま

す
。

Q
　
圏
央
道
開
通
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
は
。

A
　
幸
手
市
・
境
町
も
同
時

開
催
と
な
り
ま
す
が
、
イ
ベ

ン
ト
は
各
市
町
で
行
い
ま
す
。

３
市
町
と
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
ベ
ー
ス
と
し
て
お
り
、
連

携
を
ど
う
図
れ
る
か
調
整
し

た
い
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
よ
う
幅
広
く
呼
び
掛

け
て
い
き
た
い
。

Q
　
上
水
道
事
業
は
来
年
度

か
ら
公
会
計
が
導
入
さ
れ
る

が
、
一
般
会
計
は
い
つ
か
ら

導
入
と
な
る
の
か
。
ま
た
、

国
・
県
は
い
つ
か
ら
導
入
と

な
る
の
か
。

A
　
一
般
会
計
の
公
会
計
導

入
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
決
算
か
ら
の
適
用
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

概
要
が
平
成
27
年
１
月
に
国

か
ら
出
て
き
ま
す
。
な
お
、

国
・
県
も
同
時
期
に
導
入
と

聞
い
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
Ｑ
＆Ａ

 

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
自
治
功

労
者
と
し
て
表
彰

　
平
成
27
年
２
月
６
日
、
議
会
活
動
等
を
通
じ
地
方
自
治

の
進
展
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
功
労
に
対
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
木
武
明
議
員
は
、
茨
城
県
町
村
議
会
議
長
会
長
を
歴

任
し
、
町
村
議
会
議
員
と
し
て
議
会
の
運
営
及
び
地
域
の

振
興
発
展
に
特
に
顕
著
な
る
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
、

ま
た
、
議
員
を
27
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し

て
重
複
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
喜
一
郎
議
員
は
、
平
成
11
年
４
月
30
日
に
初
当
選

以
来
、
15
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
自
治

功
労
者
と
し
て
表
彰

　
平
成
27
年
２
月
12
日
、
多
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
自
治
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
木
武
明
議
員
は
、
平
成
13
年
か
ら
の
２
年
間
と
平
成

23
年
か
ら
の
３
年
間
、
議
長
を
５
年
間
歴
任
し
功
労
の
あ

っ
た
者
と
し
て
、
宇
野
進
一
議
員
は
、
平
成
13
年
12
月
16

日
に
初
当
選
以
来
、
12
年
以
上
在
職
の
あ
っ
た
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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12
月
５
日
　
第
４
回
定
例
会
初
日

12
月
８
日
　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　
経
済
建
設
委
員
会

12
月
９
日
　
一
般
質
問

12
月
11
日
　
第
４
回
定
例
会
最
終
日

12
月
19
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
（
仮
称
）五
霞
町
総
合
運

　
　
　
　
　
動
公
園
予
定
地
調
査
特

　
　
　
　
　
別
委
員
会

１
月
８
日
  
広
報
編
集
特
別
委
員
会

１
月
21
日
　
議
会
全
員
協
議
会

１
月
30
日
　
広
報
編
集
特
別
委
員
会

２
月
13
日
　
広
報
編
集
特
別
委
員
会

２
月
18
日
　
町
村
議
会
議
員
自
治
研
究
会

２
月
20
日
　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
堤
防
強
化
事
業
対
策

　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

２
月
27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

戦
後
70
年
に
想
う

　
今
年
は
戦
後
70
年
で
す
。
私
が
生
ま
れ
た

年
に
満
州
事
変
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
学
１

年
生
の
と
き
日
中
戦
争
、
５
年
生
の
12
月
に

太
平
洋
戦
争
が
勃
発
、
中
学
３
年
か
ら
軍
需

工
場
に
勤
労
動
員
と
な
り
、
そ
こ
で
戦
争
の

終
結
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
さ
に
戦
争
の
時
代

に
育
っ
た
世
代
で
す
。
戦
没
者
は
３
１
０
万

人
、
五
霞
町
で
は
２
５
５
人
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
「
戦
争
」
へ
の
深
い
反
省
と
と

も
に
、
「
戦
後
」
は
始
ま
り
、
70
年
の
年
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
「
戦
後
」
は
平
和
、
民
主

主
義
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
「
戦
後
」
を

つ
く
る
た
め
に
、
多
く
の
人
び
と
が
懸
命
に

努
力
を
し
、
世
代
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
わ
が

五
霞
町
に
お
い
て
も
「
非
核
平
和
宣
言
の
町
」

を
議
会
で
決
議
し
、
役
場
庁
舎
前
に
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の

一
つ
の
表
れ
で
す
。

　
75
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
１
割
余
り
に
な

り
、
戦
争
を
身
を
も
っ
て
知
る
人
は
ご
く
少

数
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
「
戦
争
」

の
実
体
験
と
と
も
に
、
憲
法
に
謳う
た

わ
れ
た

「
戦
後
」
の
精
神
を
、
し
っ
か
り
次
世
代
に

語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　
編
集
委
員
　
青
木
正
彦

編
集
後
記

次回定例会
予定

3／6（金）～3／19（木）

皆さんの傍聴をお待ちしております。
一般質問は3月17日（火）・18日（水）

問い合わせ先（質問議員・テーマ・時間等）

TEL・FAX  0280-84-1138

 

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス 

今
後
の
農
業
に
つ
い
て
の
研
修
会
を

開
催

　
11
月
27
日
、
議
会
経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
今
年
度

か
ら
本
格
的
に
動
き
出
し
た
農
地
中
間
管
理
事
業
と
今

後
の
農
業
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
農
林
振

興
公
社
の
担
当
者
か
ら
事
業
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
農
業
に
つ
い
て
は
、
茨
城
む
つ
み
農
業

協
同
組
合
常
任
理
事
及
び
五
霞
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
、
事
業
の
説
明
や
現
在
建
設
中
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
終
了
後
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
を

視
察
し
ま
し
た
。


